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中新統可児層群および鮮新・更新統古琵琶湖層群産

のクルター亜科魚類の咽頭歯化石

安野敏勝＊

呉,1964）にも及ぶ魚群からなる。易・呉によると，

本亜科魚類は山間の渓流や高山の湖に生息する山地型

（4"必"riIi"s属など）と平原や湖や湖中の代表的な

魚群("mbm加耐属など）にわけられている。

今回中国産の5属の咽頭骨・歯について検討する機

会を得たので，その特徴の概略を以下に述べる。本亜

科魚類の各列の咽頭歯数は一定していないことが多い

ので，筆者が標本によって計測した数を示した。

1 はじめに

近年日本各地の新生代の湖沼性堆積物から淡水魚類

化石が産出することが知られる韮うになった（友田ら，

1977)o長崎県壱岐島の長者原層からは良好な魚体化

石が豊富に産出し（枕1975）， コイ科魚類は10種

にも及び大陸系のクルター亜科魚類が最も栄えていて

それに次いでクセノキフ･リス亜科魚類が多く産出する

ことがわかった（友田, 1982)o後者は日本の中新世

に最も栄えていた魚類であるo

筆者はこのたび下部中新統可児層群からクルター亜

科魚類の咽頭歯化石を発見し，本亜科魚類が日本の中

新世に分布を広めていたことが推定できた。また，本

亜科魚類の咽頭歯化石は更新世（安野, 1980)および

鮮新世の古琵琶湖層群から産出することがわかったの

で， これらの咽頭歯化石についての概略を報告するo

さらに，本曲科魚類の分類において，属段階の分類に

は咽頭骨の特徴の相違が有効であることがわかったの

でそれについて簡略に述べる。なお､，本小論文に用い

た用語はChu( 1935),Vasnecov (1939)および小

寺（1982）に従った。
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いた。ことに厚く感謝致します。

i 7~bxab/am/Ssw"7/7o"ﾉSGunther(Fig.1, 1)

咽頭骨の前枝(anteriorlimb)は細長くのび，外側，

にl可ってねじれる。骨全体の発達はよくないが有孔面

(pittedsurface)は発達していて広い｡前角(anterior

angle)は発達していて丸い。
、

Chu(1935)に従うと咽頭骨／咽頭骨幅の比は約3.55

である。咽頭歯は2列， 2， 5／5， 2である。歯の

頂部の歯鈎は強い。咬合面の両側縁には微小籏小突起

があり，頂部の外側面に鈎溝はない。

li 偽ﾉ召b朽、ﾉSpek肋e"s/S(Basilewsky)

(Fig.1,2a-2e)

咽頭骨の前枝は太く短いo骨はよく発達していて頑

丈で，有孔面も広い，前角は突出し鋭く’後角(pos-

teriorangle)は鈍いが明瞭である。咽頭骨長／咽頭骨

幅の比は約2．5である。咽頭歯は3列， 2，4，5／4，

4，2である。咬合面はとても幅広く歯冠腹に向って

長くのび，全体に波うった外縁をもつ(Fig, 1, 2c)

咬合面の中央部はとくに広い。ほとんど咬耗していな

VuO2歯では咬合面中央部が盛り上がっている(Fig.

1, 2e)｡明瞭な鈎溝をもつ。2現生クルター亜科魚類の咽頭骨・歯について

本亜科魚類は日本には唯一のワクカなchj肋邸な

sree""Cke7･i (Sauvage)が琵琶湖水域に分布するの

みである（中村， 1969）が,中国大陸では栄えていて

分布も広く, 13Z(Ohu, 1935)あるいは17属（易．

ili""a/obﾉ召maamb/yc"/7a/aYin(Fig.1,3a-3b)

咽頭部の外観はRpe〃"e"s歯に似ているが，骨

の発達はやや悪く，前枝はそれより長くのびている。

ToshikatsuYasuno8 Fossnpharyngeal teethofsub-famnyCultrinaeconectedfifomtheMioceneKani

groupandPlio-PleistoceneKobiwakogroupmJapan.

＊福井県立羽水高等学校
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有孔面の発達はよい。咽頭骨長／咽頭骨I隅の比は約

2．43である。咽頭歯は3列， 2， 4， 5／4， 4，

2である。歯の外観はRpe"ze"siSに似るが全体的

に内外に薄い。咬合面はそれより狭くたchiku型jz属

より広い。咬合面が歯冠腹に向って長くのびることは

少ない。明瞭な鈎溝をもつ。

iVEM/7roc"/ter"s/7aeわﾉ･mjS(Bleeker)

(Fig.1,4a=Ic)

咽頭骨の前枝は長くのびゆるやかに外側へまがる。

骨は全体的に発達せず，有孔面の発達もよくない。前

角および後角の突出もほとんどみられない。咽頭骨長

／咽頭骨幅の比は約6.30である｡咽頭歯は3列， 2，

4， 5／5， 4， 2であるo歯鈎は強く，鈎溝はない

(Fig.1,4C)o咬合面は狭長であるoA1歯はA2

歯より前方にかなり離れて植立する。

VA/7aba"伽sa"""7Ops(Regan)(F19.1,5a,56)

咽頭骨の前枝は長くのびる。骨の発達は凸γ伽り－
c""er属よりやや悪いが，前角および後角は明瞭であ

る。咽頭骨長／咽頭骨i隈の比は約5．67である｡咽頭歯

は3列， 2， 4， 4／－である。全歯が咬耗を受け

ていて歯鈎の強弱の程度は不明であるが, E>ﾌﾉ肋ro－

c""er属より弱いようである。また，咬合面はそれよ

り広く，鈎溝はない(Fig．1, 56)

｡

Fig.2MapshowmgthelocalitiesofCultrmae

cyprmidfbssnsmJapan

@EarlyMioceneKanigroup,Kanicity,Gifil-
ken.

●MiddleMioceneChqjabamgroup,Iki.Island,
Nagasaki-ken.

nLatePlioceneKobiwakogroup,Shiga-ken

▲MiddlePleistoceneKobiwakogroupShiga-
ken

向に凸状に弓なりにまがる傾向がみられるo鈎溝をも

つ◎

Chu(1935)によるとmﾉwbn772"属と""zzlO-

bmmα属のみが鈎溝をもち，易・呉(1964)にはその

記赦がない。

VI ノSc7MaUわstee"acker/ (Sauvage)(Fig.1,6)

咽頭骨の前枝はmmb施加な属や〃29w/ob池加α属

より長く細い。また，前角は両属ほどには突出せず

発達してい友い。咽頭骨長／咽頭骨幅の比は約3．17

で，両属より大きい。咽頭歯は3列， 2， 4， 4／5，

4， 2である。咬合面は上述の両属より狭く，内側方

3 クルター亜科魚類の咽頭歯化石

本亜科の魚類化石としては，長崎県壱岐島の長者原

層から5種類の魚体化石（友田ら，1977）と古琵琶湖

群の堅田累層から咽頭歯化石（安野1980）が報告さ

れているのみである。

Fig.1TherecentandfOssUpharyngealteethofthesubfamlyCultrmae

1:Lateralviewoftheleftpharyngealof乃xQZ)m77ziSsw加"o"なGpnther,B.L.: 12.0cm.2:磁極bn77ziS

pe""e"s耐⑱asnewisky),B.L. : 31.5cm,a: lateralviewoftherigltpharyngeal,b: posteriorviewof
toothA4,c?occlusalsurfaceofthesame,d? sameviewoftoothB4,e: sameviewoftoothQ,3:MZzzIo-

b"加aamb"c"〃αﾉIzYih,B.L:22.5cm,a: lateralviewoftherightpharyngeal,b: occlusal surfaceof

toothC2. 4:助ﾉ""oc"/reri"sﾉ"z鋤JwW(Bleeker),B.L.: 24cm?, a: lateralviewofthe leftpharyn-

geal,b: occlusal surfaceoftoothA4, c: posteriorviewof thesame.5:J4"め”"“αめ"mqps(Regan),
B､L： ？，ar lateralviewoftheleftpharyngeal,b：posteriorviewoftoothB3、 6:Lateralviewoftheright
pharyngealofISc/2ikzz"ilzstee"ackeri (Sauvage), B.L: 18.4cm. 7:ToothAoflic/iikzz"itz Sp.(Ogi.Cho,
Sakawamemb=,MiddlePleistocene)8:Cultrmaesp.1(Ono-cho,Hiraenmemb.,Mid.P1eisto.)9:Cultrmae

Sp.2(Shiga-ch'､,memb.andagearesameasin8)10:Cultrinaesp､3Kounan-dlo,Sayamafbrmation,
LatePliocene)11-13:Cultrinaesp.4(Watari.cho,Kanicity,Gifil-ken,Katabirafbrmation,EarlyMiocene)
7-10:FossnsconectedfifomShiga-ken.

Figuresaandbm7-13aredlowmgtheposteriorandanteriorviewsrespectively.Thescalemdicates
5nunm2-6, 1mmm1,0.2mmmlO, andlmmintheothers.
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魚体や咽頭骨が産出していないので属以下の分類は

できないが，産出時代の若い順に咽頭歯化石の特徴を

簡略に記述する。化石産地をFig．2に示す。

属とは別種と考えられる。右側の歯。

Cultrinaesp.2クルター亜科魚類の一種

(Fig．1,9a&9b)

産地：滋賀県滋賀郡滋賀町栗原東方約1航，喜撰川

右岸

層準：中期更新統堅田累層比良園粘土層，バイオタ

イl､ l1火山灰層の下位約1 771o

化石歯の前後径は2”，咬合面の内外側縁間の径は

0.5”，咬合面の長径は1．6”である。化石歯は下方

に切り込む鈎溝と歯鈎をもち，咬合面の幅はやや広く

内側に向って咬合面が弓なりにまがる。歯冠部のエナ

メロイド層は黒色で光択をもち歯足部と明瞭に区別さ

れる。化石歯はなc/zikzz""属にみられる特徴である

歯頚上部がら歯冠部が明瞭に内外方向に薄くなる傾

向をもつが，同属か否かについては即断できない。歯

冠部が歯軸に対してかなり前傾しているのことからA

列あるいはB列の後方の歯であると推定される。右側

の歯。

ノSd7ika"/asp. ワタカ属の一種(Fig.1, 7)

産地：滋賀県大津市仰町西方約1虎凧

層準：中期更新統堅田累層佐川粘土層，佐川I火山

灰層の下位約4m。

本化石歯は別稿（安野,1983）で記載しているので

詳細については省略する。化石は咽頭骨は残っていな

かったが, A2-A5歯, B3-B4歯およびC1-C2歯

の3列7歯を保存している。本小論ではA4歯のみを

示した。

Q｣ltrinaesp. 1 クルター亜科魚類の一種

(Fig． 1, 8a&8b)

産地：滋賀県大津市真野大野町西方

層準：中期更新統堅田累層比良園粘土層（ポーリン

グコアより産出）

本化石歯はすでに筆者が報告した（1980）ものであ

る。化石歯は現生種より厚いエナメロイト･脳をもち，

鈎溝が現生種とは逆方向の歯の頂部に向って切り込む

という特異左形態をもつ。

既報告ではワタカとの系統関係についても論じたが，

上位の佐川層からのlSc/IikauiZzsp.の産出や本層から

のCultrmaesp.2の産出から本化石はﾉSc/Ii肱以〃

Cultrinaesp.3 クルター亜科魚類の一種

(F19． 1, 10)

産地：滋賀県甲賀郡甲南町野尻の南方約1虎"･

層準：後期鮮新統佐山累層下部，相模火山灰屑の下

位約1077ZO

化石歯は内外方向に側偏し，狭長な咬合面をもち，

頂部に強い歯鈎をもつ。鈎繊はたい。歯の内側の歯冠

背近くに前方の歯との間で生じた切子面がある。歯足

部はクリーニング中に破損した。左側の歯。壗繁
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Cultrinaesp､4 クルター亜科魚類の一種

(Fig．1 . 11a-13b)

産地：岐阜県可児市渡町北方，中授大橋の上流側の

木曽川左岸。

屑雄：前期中新統帷子累層上部層。

化石の産出層準は筆者の既報（1982）では蜂屋累層

としたが，その後の調査で帷子累層上部層（吉田，

1977 ）であることがわかったので上記のように訂正

する。また，鹿野（1971）は中村層としている。化石

は砂岩・シルト岩互層から産出する(Fig.3)。

化冶咽頭歯は標本1－3の3個で，それぞれ歯秘は

異なっている。化石歯はいずれも歯鈎および鈎櫛をも

つこと以外の特徴は異なっているが， ここでは同一種

として扱っておく。

標本1 (Fig．1, 11 )の歯の前後径は約1･6ww,

咬合面の長径は約1．8”で内外径は約0．8”である。

化石歯はi ,エナメロイト傘層が厚い, ii ,咬合面が幅

広い, iii,鈎溝が歯の頂部に向って切り込むなどの特
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徴をもっている。とくにiiiの特徴は鈎溝をもつ現生魚

類には見られないもので，既述したCultrmaesp. 1

で知られるのみである。歯は琉珀色を呈し，外側表面

に歯冠基底部に調和的に走る歯の成長過程を示すと思

われる黒色線条がみられる。右側の歯。

標本2("i9．1, 12 )の歯の前後径は約1．6mm,

咬合面の長径は約1．6”で内外径は約0．8”である。

本歯の咬耗は強く，頂部に歯鈎と鈎溝をわずかに残す

のみである。また，一部残った歯足部に対して歯冠部

が大きく前傾している。歯の外側面に切子面があるこ

となどから，本歯が副列歯である可能性がある。右側

の歯。

標本ろ(Fig,1． 13)の歯の前後径は約1.2",咬

合面の長径は約1．6”で内外径は約0．4”である。化

石歯は歯鈎の先端および頂部の内外両側が咬耗を受け

ており，歯冠部が前方お主び内側に向ってかを，傾斜

していることから，副列の後方に位置する歯であると

考えられる。左側の歯。

成立するといえよう。

一方， 日本の中新世中・前期の魚類相（友田ら，

1977）は現在の魚類相（中村， 1969）と異なり，中

国大陸の現生魚類相(Chu, 1935;伍献文等D 1964,

1977） と亜科および属段階で一致するものが少なく

ない（友田ら, 1977)｡これらの中新世中･前期の魚類が

そのま言現在の魚類へ系統的に受け継がれてきたとは

もちろんのこと言うことはできない。童た，今のとこ

ろ地史学的あるいは古生物学的見地からもこのような

中新世からの系統的連続性を支持するような証拠は得

ていない。しかし，このような系統上の問題を考える

上で，現生種には見られない鈎溝が上方に向って切り

込む特徴をもった咽頭歯化石が前期中新世（帷子層上

部層）と中期更新世（比良園粘土層）の異なった時代

から産出するといった事実は極めて興味深いことであ

る。
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(Abstract)

FossnPharyngealTeethofSub-ffunnyCultrmaeCollected fifomtheMioceneKani GroupandPlio-

PleistoceneKobiwakoGroupmJapan
ToshikatsuYasuno

UsuiSeniorHighSchool,Fukui

FossildlaryngealteethofCultrinaecyprinidwerecollectedftomfieshwaterdepositemEarlyMiocene,
lateplioceneandmiddlepleistocene.Theirteethwereclassifiedmtofivespecies: lScﾉzikzI""sp.;Cultrmae
sp.1 to Sp.4.Deepgroovesbehmdthe tophookofteethareobservedamong thosespeciesex-
ceptC・ Sp.3.C.sp.1(Fig.18a)andC・ sp.4(Fig.1,11a)aredifferent featuresfromthoseofrecent

speciesthatistheirdeepgroovesgoupwardoftheteeth.Thecharacteristicsofthepharyngealbonehelpclassi-
fysub.famnyCultrmaefishshownasFigs.1to6mFig.1.
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